
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
若
年
層

の
定
住
を
促
す
た
め
、
若
者
が
住
み
や

す
く
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
や
教
育

環
境
を
つ
く
り
出
す
努
力
を
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。

質
問
一

教
育
方
針
と
現
状
に
つ
い
て
。

二

学
力
向
上
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
。

三

今
後
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
。

四

放
射
線
の
対
応
の
目
安
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

「
社
会
で

自
立
で
き
る
子
ど
も
を
地
域
ぐ
る
み
で

育
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人

材
育
成
と
生
涯
学
習
を
支
え
る
環
境
を

つ
く
る
」
と
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、

鶴
ヶ
島
市
教
育
振
興
計
画
を
策
定
し
た
。

そ
の
一
環
で
、
学
力
向
上
は
ば
た
き
プ

ラ
ン
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

プ
ラ
ン
を
家
庭
や
地
域
と
と
も
に

５
年
間
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、

そ
の
指
標
は
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。

三

中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
の
小
中

一
貫
教
育
の
推
進
や
身
近
な
地
域
の
課

題
に
目
を
向
け
た
市
民
性
を
育
て
る
教

育
、
説
明
型
の
授
業
か
ら
子
ど
も
が
主

体
的
に
参
加
す
る
授
業
に
改
善
す
る
た

め
、
教
職
員
を
育
成
す
る
こ
と
等
に
つ

い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

四
（
市
長
）

市
の
放
射
線
対
応
の
目

安
を
毎
時
０
・
２３
�
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

と
し
、
測
定
す
る
高
さ
を
３
段
階
と
す

る
な
ど
市
民
の
不
安
の
軽
減
、
解
消
に

努
め
て
い
る
。

質
問
一

埼
玉
大
学
附
属
中
学
校
に
お

け
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

二

模
擬
選
挙
を
取
り
入
れ
て
い
る
玉

川
学
園
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

三

投
票
率
低
下
に
対
す
る
市
や
市
選

挙
管
理
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

四

学
校
教
育
の
中
で
、
選
挙
の
仕
組

み
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
持
つ
こ
と
に
つ

い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

民
主
主
義

を
推
進
す
る
た
め
に
は
公
正
な
世
論
の

形
成
と
国
民
の
政
治
参
加
が
大
切
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
有
意
義
な
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

二

若
者
た
ち
の
政
治
離
れ
を
防
ぎ
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
や
役
割
を

果
た
す
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
一
石
を
投
じ
た
と
受
け
止
め
て
い

る
。
し
か
し
、
義
務
教
育
段
階
の
教
育

活
動
と
し
て
適
切
な
題
材
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

三
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

県
と
連
携

し
な
が
ら
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

四
（
教
育
委
員
長
）

現
在
、
市
内
の

中
学
校
で
は
、
現
実
の
選
挙
の
仕
組
み

や
運
営
を
学
習
す
る
機
会
を
生
徒
会
役

員
選
挙
等
で
取
り
入
れ
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

二

総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
と
株
式

会
社
地
域
協
働
推
進
機
構

生徒会役員選挙での演説

鶴
ヶ
島
市
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

子
ど
も
ら
の
基
礎
基
本
の
徹
底
を
図
る

齊
藤

芳
久

議
員

山中 基充 議員

「民主政治と政治参加」の教育を

投票率向上に向けて取り組む

児童の登校風景

つるがしま市議会だより第１５７号〔９〕


